
平成２１年９月 第２８号

深い御恩に気付かされ

深く生きる人生が開かれる

近頃感ずることは、恩ということに関して“恩に着せる”とか“恩を売る言動

”や“恩を仇で返す”姿はよく気付きますが、“恩を知る”とか“恩に報いる”こ

とを忘れた時代のように思え、このままでは世の中どうなってしまうのか心配で

す。恩と一口に言っても“親に対する恩”“他人さまに対する恩”“社会（国）に

対する恩”そして“仏様に対する恩”などがありますが、親を親とは思わない。

先生を先生と思わない。上司や先輩も関係ない。俺は俺と自分さえ良ければそれ

で良いという恩を忘れた自己中心の生き方をする人が増えたために世の中、暗い

ニュースばかりが報道されるのでしょう。 そこでこのままではいけないと家庭、

学校、社会教育の中に道徳教育を深めようと多くの人が頭を抱えておりますが、

宗教抜きの教育では親や社会にご恩を感ずる姿は生まれてこないと思います。仏

様のご恩に気づかされて、親に対する恩、他人さまに対する恩、社会に対する恩

が見えてくるのです。それにはまず私たち大人が仏様の御恩に気付かさせていた

だくことです。それには仏法を聴聞させていただくしか手立てはありません。

親鸞聖人が残された御教えをいただくとき、聖人のお心は常に仏様のご恩に報

いたいとの生活であったことがうかがえます。私たちが親しくお勤めをさせてい

ただいております「正信偈」も仏恩の深遠なるを信知してお作りなられたと動機
ぶつとん じんのん

を述べられておられますし、たくさんの御和讃も残されましたが正像末和讃には

如来大悲の恩徳は 身を粉にしても報ずべし

師主知識の恩徳も 骨をくだきても謝すべし

と如来や善知識に対する並々ならないご恩を表され、九十歳でご往生あそばされ

るときも、聖人のご様子が御伝鈔に伝えられております。

「聖人 弘長二歳 壬戌 仲冬下旬の候より、いささか不例の気まします。それ
こうちようにさい みずのえいぬ ちゆうとうげじゆん ふ れ い

よりこのかた、口に世事をまじへず、ただ仏恩のふかきことをのぶ。声に余言を

あらはさすもっぱら称名たゆることなし。」ご往生あそばされるまでただただ仏様

のご恩の深き事を述べられておいでになりました。

聖人がお残しくだされた仏法を聴聞するということは如来の本願に触れること

です。出会うことです。お育てにあづかるということです。如来のお育てにあづ

かるとどうなるのかと申せば、他人より利口になるのでも、偉くなるわけでもあ

りません。それどころか自分の愚かさ、いたらなさに気付かされるのです。愚か

さ、いたらなさに気付かされると不思議に心のやすらぎを覚えるのです。今まで

俺が俺がと自我のかたまりでいたので、他人に負けまい。馬鹿にされまい。偉く

なるのだと力んでいたのでやすらげなかったが、俺が俺がの殻が破られ楽になれ

るのです。如来との出会いにより楽にさせていただけたのです。

如来との出会いは、出会うべきものに出会えた。探し続けていたものにやっと

出会えた。本物に出会えたという感動です。この感動は我が人生これで充分と味

わえる世界です。悩み、悲しみに眠れぬ日もあった。悔しくて悔しくて朝まで一

睡もできずに悶々としたこともあったがお念仏に出会えた今、人に褒められよう

と褒められまいと、人に認められようと認められまいと、人に馬鹿にされようと

馬鹿にされまいとどうでもいいことです。それよりもお念仏に出会えた今、大き

な大きなご恩の世界が、お陰さまの世界が味わえるのです。深いご恩に気付かさ

れて、深い尊い人生がお念仏の中にいただける思いがいたします。南無阿弥陀仏。

南無阿弥陀仏。合掌

読 者 の 広 場

『彼 岸 花』

彼岸花はお彼岸の入り頃から咲き始めて、黄緑の茎と真っ赤な花が鮮やかで、

群生しているところを見ると思わず「綺麗！」と驚嘆の声を上げてしまいます。

花言葉は“悲しい思いで”で、この花は害虫などを駆除する目的でお墓などに植

えられたことから、故人を偲んでこのような花言

葉が付けられたようです。別名は「曼珠沙華」白

や黄色もあるそうです。彼岸花は毒性を持つこと

から土を掘り返す小動物を駆除するために墓地や

あぜ道に植えられました。

“松風に 乱れ舞うかな 彼岸花”E.T

彼岸と言えば、お墓参りの日と考えがちですが、

先祖のお墓参りをしたらそれで良いというわけで

はありません。彼岸とは「自らを深く省みる日」すなわち自省の日であり、仏法

を聞かせていただく聞法の日であります。是非本堂に上がって耳を傾けていただ

きたいと思います。何時でも仏様はあなたをお待ちくださっています。M.K

質 問 コ ー ナ ー

Ｑ：田舎の父が、私の亡き妻の永代経をお願いしなさいと言ってきましたが、永

代経とは何でしょうか？

Ａ：永代経を申し込まれますと、本堂内の法名軸に、故人の法名、俗名、死亡年

月日、行年をのせて、お寺が存続するかぎり永代に渡って朝に晩に読経が営

まれますので、そのことを永代経と申します。

Ｑ：永代経をしていただけば、法事はしなくとも良いのですか？

Ａ：法事は亡き人を偲びつつお経をいただき、仏法を聞かせていただき、生かさ

れている悦び、人間らしく生きる意義を確認し、亡き人の願いと、ご恩に報

いるために勤めさせていただくことですので、永代経を勤めても法事は大切

にお勤めください。

Ｑ：永代経をお願いするのにはどの程度の志をお包みすればよいのでしょうか？

Ａ：永代経は大変重いもので、寺の護寺運営、教化活動にも貢献されており、一

応基準が必要でありますので、当寺ではお一人「弐拾萬円以上」とさせてい

ただいています。


